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診断： Carcinomastratum spinocellulare dyskeratosum 
endophyticum. f'J[さ約0.3佃 p 直径2.8crn，の中心漬場を
呈せるドーナツ型の腫癌が左側口蓋部にあり Median-
linieギリギリの所まで増大していた.Caso照射ps. s. 
































































第 1例： 37才農夫， 34年 l月，他院にて皐丸回転症
の診断で白除皐術.35年6月F 後腹膜腫場にて開腹を
受けている.36年3月p 強い血尿にて来院p 腎腫蕩の
沙問iで右腎摘出を行った. 330g.周囲との癒着強く p
腎の全部を腫疹が占める．病理学的診断はゼミノーム
の転移．
第2例： 23才独身工員，35年8月pゼミノームの診断
で右除皐術p 後腹膜リンパ節清掃p レ線深部照射26回
を受けた.36年5月p 胸痛p 膜下に際しての異和感あ
りて胸部レ線撮影の結果p 異常陰影を認めた．呼吸性
移動・側面像・断層撮影・食道造影・気管支造影・食
道鏡検査・気管支鏡検査等より縦隔洞の転移と診断．
両側共cosoの照射にて著効．
(8) 排便位における』工門会陰部の観察
岐阜医大第l外科
佐々イ、俊
紅門部の疾患は甚だしばしば排便に関係した愁訴p
症状を有するのでP 排便姿勢における観察で適確な病
像を把握できるのではないかと考えられ，われわれの
教室では西洋便器式の椅子を用いy 反射鏡で観察して
いるが，この姿勢では患者の躯幹が垂直位をとり，又
樫裂が広く開排され，他の診療体位とは次の3点で具
なると同時にp より完全な観察がなし得られる．
1) 血行p 殊に静脈血行の変化を見得？o.
2) 加重による骨盤底の生理的或は病的の変化を見
得る．
3) ラJ1！（・による種々 の変化を術祭できる．
この観察台を使用して撮影した諸疾患のスライドを
示説しに
